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弧 Ⅳ 悟

写
●

と
は
い
え
、
こ

》
く
利
用
し
た
、

山
す
そ
に
へ
ば

》
も
珍
ら
し
い
。

）
い
か
ら
、
あ
ち
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、

１
１ＩＩＥ罰偽

蕊
塩
原
敬
舟
校
長
と
。

こ
の
、
塩
原
女
子
高
に
何
故
や
っ
て

来
た
か
と
い
え
ば
、
こ
れ
は
こ
の
学
校

に
、
情
報
処
理
科
な
る
も
の
が
あ
り
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
使
っ
た
授
業
、
と

い
う
か
、
み
ん
な
が
自
由
に
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
を
操
作
出
来
る
、
と
聞
い
た
か

ら
で
、
は
っ
き
り
言
っ
て
篭
さ
っ
き
か

ら
私
の
足
ど
り
を
重
く
し
て
い
る
の
は
、

私
が
、
ま
る
っ
き
り
そ
の
テ
の
も
の
に

弱
い
か
ら
で
あ
る
。
岩
切
先
生
が
出
迎

え
て
下
さ
っ
た
。
「
あ
の
Ｉ
、
生
徒
達
と

て
も
緊
張
し
て
ま
す
、
何
取
材
さ
れ
ん

の
ん
、
っ
て
、
食
事
も
の
ど
通
ら
ん
言

っ
て
ま
す
。
」
ハ
ハ
…
…
こ
れ
は
し
め
た
。

互
角
に
勝
負
出
来
る
か
も
し
れ
な
い
。

応
接
室
で
校
長
先
生
に
お
会
い
し
た
。

「
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
下
さ
い
。
」
と
隣
室

に
消
え
た
か
と
思
う
と
、
お
盆
の
上
に
、

フ
ラ
ス
コ
や
ら
コ
ッ
プ
や
ら
、
ガ
チ
ガ

チ
言
わ
せ
て
再
登
場
。

「
あ
の
ね
、
こ
の
フ
ラ
ス
コ
に
コ
ル
ク

を
入
れ
ま
す
。
無
理
に
出
そ
う
と
し
た

ら
コ
ル
ク
は
バ
ラ
バ
ラ
、
こ
の
ハ
ン
カ

チ
を
こ
う
入
れ
て
、
コ
ル
ク
を
包
ん
で
、

こ
う
や
っ
て
出
す
と
、
ホ
ラ
ッ
、
出
て

来
た
で
し
ょ
う
、
ハ
イ
ツ
、
拍
手
″
。
」

い
や
は
や
驚
い
た
。

「
水
の
こ
ぼ
れ
ぐ
あ
い
、
こ
れ
は
波
調

の
問
題
、
箸
を
三
本
使
っ
て
、
こ
れ
は

水
平
思
考
、
教
育
の
原
点
は
、
そ
の
娘

に
対
す
る
愛
、
能
力
に
合
わ
せ
た
波
調
、

色
ん
な
角
度
か
ら
物
事
を
見
よ
う
と
す

る
姿
勢
…
…
お
わ
か
り
で
す
か
な
、
そ

れ
じ
ゃ
ま
あ
ご
ゆ
っ
く
り
。
」
一
べ
ん
に

雪宇田巽鍾騨

｡

ｑ
Ｍ
Ｌ
教
室
。
電
子
オ
ル
ガ
ン
で
学
ぶ

＝玉

”

動
Ｌ
Ｉ
１
１ 蕊 亀
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一

＝一

(上）情報処理科の教室。女子生徒の操作で鮮やかな図面がディスプ
レイに。〈下）女子高生にまじってマイコンを学ぶ(？）ノコさん

ｉ
’
１
１

将来の先生( ？）です≦蕊識雲言‘‐
（上）昔の癖( ？) でついにカンニング
（下）同校は山の中腹だけに環境は抜群

！

磯 耳睡
ＢＬ

ｌ
』

同校ＯＢの岩切浩子先生
ヨ

霧
ｼ 「

､.）

a■

い'，
ｂｈ

、

一
日
画
可

奄

敬
舟
さ
ん
の
フ
ァ
ン
に
な
っ
た
。

そ
れ
じ
ゃ
あ
御
案
内
し
ま
し
ょ
う
、

と
副
校
長
の
一
正
さ
ん
。

い
っ
た
ん
正
門
を
出
て
、
道
を
は
さ

ん
だ
校
舎
へ
。
ま
ず
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
教
室
。
昭
和
四
十
六
年
か
ら
、
こ
の

情
報
処
理
科
が
設
置
さ
れ
た
そ
う
で
、

岩
切
先
生
は
そ
の
二
期
生
、
最
初
二
十

八
人
で
ス
タ
ー
ト
し
た
そ
う
だ
が
、
次

の
年
は
七
十
人
に
な
っ
て
い
た
そ
う
な
。

お
そ
る
お
そ
る
の
ぞ
き
込
む
。
へ
｜
え
ｌ
、

英
文
タ
イ
プ
と
よ
く
似
て
る
ね
え
。
あ

ら
っ
、
力
チ
ャ
カ
チ
ャ
コ
ン
コ
ン
と
に

ぎ
や
か
な
音
と
共
に
、
モ
ナ
リ
ザ
の
顔

が
現
わ
れ
た
。

楽
し
そ
う
に
キ
ー
を
打
っ
て
い
る
彼

女
達
の
横
顔
。
な
る
ほ
ど
、
さ
っ
き
聞

い
た
こ
の
学
校
の
モ
ッ
ト
ー
「
わ
か
る

授
業
、
楽
し
い
授
業
」
っ
て
こ
う
い
う

こ
と
な
ん
だ
な
Ｉ
。
保
育
実
習
室
に
は
、

オ
ル
ガ
ン
と
エ
レ
ク
ト
ー
ン
が
ず
ら
り
ｎ

み
ん
な
イ
ヤ
ホ
ー
ン
を
つ
け
、
先
生
の

頭
上
の
五
線
譜
を
見
上
げ
な
が
ら
弾
い

て
い
る
。
隣
は
Ｌ
Ｌ
教
室
。
最
初
の
Ｌ

は
、
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
じ
ゃ
な
く
、
ラ
ー
ニ

ン
グ
と
い
う
こ
と
で
、
英
語
を
話
す
事

よ
り
も
、
い
か
に
楽
し
く
学
ぶ
か
、
と

い
う
教
室
と
の
こ
と
で
、
机
に
カ
セ
ッ

ト
を
セ
ッ
ト
し
て
、
能
力
に
合
わ
せ
て

学
習
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
隣
り

か
ら
教
材
が
ま
わ
っ
て
来
た
の
で
、
久

し
振
り
に
英
語
の
お
勉
強
。
あ
っ
と
い

う
ま
の
見
て
歩
き
だ
っ
た
け
ど
、
面
白

か
っ
た
。
世
の
中
に
は
私
の
出
来
な
い

事
、
知
ら
な
い
事
が
山
程
あ
る
。

』
』
．
｛
一

再
一
画
』

窪

﹇
工

(|＝
１

酔地

ｑ

蜂
、一

妹
Ｉ鬼

基Lｊ

Ｐ

Ｐザ■垣

識
ａ挺毘川illrI 鵠綜畿誘
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酒
落
て
、
街
八

お
客
さ
ま
／
中
尾
み
ど
り
さ
ん

ト
レ
ン
デ
ィ
な
フ
ァ
ソ
シ
ョ
ン
も
お
似

合
い
の
お
嬢
さ
ん
。
夏
休
み
は
北
欧
へ

旅
し
て
き
ま
し
た
。

擬
影
協
力
／
Ａ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｌ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

了

、
太 陽堂

ノ

一一

耐
一

宮
Ｉ

＝

！
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ｌ
１
ｉ

リ

ｇ

＊

わ

君
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蒐
鯛
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寂
し
さ
と
も
つ
か
ぬ
□
ぶ
り
。
ビ
ジ
ネ
ス
ラ
イ
ク
に
考
え
る
の
は

患
者
で
あ
る
子
供
で
は
な
い
。
若
い
母
親
の
こ
と
。
歯
が
痛
い
、

で
は
な
く
て
耳
が
痛
い
話
デ
ス
。

佐
本
先
生
が
小
児
科
の
分
野
に
足
を
踏
み
入
れ
た
の
は
吃
年
前
。

日
本
で
二
番
目
。
「
子
供
の
歯
を
治
療
す
る
正
義
感
」
に
燃
え
て

〃
脱
“
歯
科
医
と
な
っ
た
。
「
昭
和
如
年
の
は
じ
め
の
頃
は
子
供
の

歯
科
治
療
は
成
人
歯
科
の
陰
で
あ
り
、
不
毛
の
地
だ
っ
た
ん
で
す
。

い
に
歌
っ
て
あ
げ
る
。
そ
れ
も
ミ

葉
ツ
キ
ー
マ
ウ
ス
な
ど
の
工

晴
プ
ロ
ン
を
し
て
。
コ
レ
は

生
本
当
に
感
動
的
一
ナ
ス
。

毒
「
こ
の
先
生
は
友
達
な
ん

い
だ
」
。
子
供
は
そ
う
思
う
に

上
違
い
な
い
。
病
院
は
三
宮

ね
に
開
業
し
て
い
る
が
、
遠

歴
方
の
患
者
さ
ん
の
方
が
多

ら
い
。
遠
く
は
沖
縄
か
ら
治
療

搾
塞
に
来
る
親
子
連
れ
も
い
る
。

と
り
「
最
近
は
感
謝
の
念
が
少

極
』
な
く
て
ね
」
と
先
生
は
い

燕
唾
う
。
「
特
に
地
元
の
人
ほ
ど

形
風
医
者
と
患
者
の
関
係
を
ビ

郡
嵯
ジ
ネ
ス
ラ
イ
ク
に
考
え
る

ｒ
通
人
が
多
い
」
と
怒
り
と
も

器

『

菖
銘

芦Ｉ
小
児
歯
溌
の
待
合
室
ｌ
と
聞
け
ば
予
感
す
る
の
は
泣
き
声

と
喧
喚
の
阿
昌
叫
喚
の
修
羅
場
。

さ
ら
に
診
察
室
１
１
と
く
れ
ば
耳
を
手
で
ふ
さ
ぎ
、
騒
音
地
獄

の
光
景
に
「
私
は
子
供
た
ち
が
嫌
い
だ
／
」
と
叫
び
、
逃
げ
だ
さ

ず
に
は
い
ら
れ
な
い
気
が
し
て
い
た
。

あ
に
は
か
ら
ん
や
。

親
子
連
れ
で
満
員
の
待
合
室
は
こ
と
の
ほ
か
静
か
。
恐
怖
で
泣

⑤

b彦、

私
の
住
ま
い
考
②

ド
ク
ー
ｒ
ル
佐
本
は

シ
ン
ガ
ー
・
ソ
ン
グ
・
ド
ク
タ
ー

自
宅
の
庭
に
は
シ
ア
タ
ー
も
．

（写真／右上）歯医者さんの待ち合いとは思えない。一人でも多くの患者を診察しようという先生の
あたたかさがここにも｡ ( 写真／上）歌をうたいながら、子供の緊張をときほぐしていく。

き
叫
ぶ
親
は
も
ち
ろ
ん
い
な
い
う
え
、
子
供
た
ち
も
思
い
思
い
オ

モ
チ
ャ
で
遊
ん
だ
り
、
母
親
に
甘
え
て
い
る
。
待
合
室
が
殺
風
景

で
な
く
、
オ
モ
チ
ャ
が
そ
こ
か
し
こ
に
あ
る
ニ
ギ
ニ
ギ
し
さ
が
子

供
に
安
ら
ぎ
を
与
え
る
よ
う
だ
。

と
こ
ろ
で
診
察
室
。
食
堂
で
お
子
様
ラ
ン
チ
を
食
べ
る
の
と
は

大
分
ワ
ケ
が
違
う
か
ら
、
グ
ズ
る
子
供
も
出
て
く
る
。

そ
こ
へ
佐
本
進
先
生
が
，
漫
画
の
エ
プ
ロ
ン
を
し
て
子
供
に
ス

キ
ン
シ
ッ
プ
。

「
ホ
ラ
ホ
ラ
、
ボ
ク
、
男
の
子
だ
ろ
ウ
」
「
ホ
ラ
ホ
ラ
、
ワ
タ
シ
、

女
の
子
だ
ろ
ゥ
」
「
全
然
痛
く
な
い
か
ら
：
。
…
」

診
察
に
と
り
か
か
る
と
期
せ
ず
し
て
、
童
謡
が
ス
ピ
ー
カ
ー
か

ら
流
れ
て
く
る
。
す
る
と
先
生
が
一
緒
に
歌
い
出
す
。
歌
い
な
が

ら
治
療
す
る
。
こ
れ
は
感
動
的
デ
ス
。
大
の
男
が
、
カ
ラ
オ
ケ
で

な
く
、
治
療
を
し
な
が
ら
、
子
供
に
歌
っ
て
あ
げ
る
。
そ
れ
も
ミ

一一＝▼ q
閏塑牽多・・ｑｌ畠

･ グ

乱 1 画

胸催

、章、
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一
赤
ひ
げ
」
で
あ
る
。

癖
榊
》
》
鋼
》
》
需
識
割
》
一
一
一

識っはんりわいてさや生も見奥の先言をは分本一聞と自佐は新Ｊ、とと。すはＪるたで私す作しんｒ・まをでた弁り場んっのや劇せかんになまわさうんれて子よこくめ幸いｒてじのた

蕊

扉篭塔ｮF１

唖
這

冒霊霊理型

、

あなただけの暮らしを大切に

雲蕊蕊 上
唇

南雲Ｌ

Ｉ
Ｐ
Ｉ
Ⅱ
１
Ｊ
Ｉ

▲「夏は暑すぎて困ります。でも冬は暖かいので、子供に
占領されてます_ l 屋根裏を改良した展望室
ｑ茶室の形式は全く無視されているという｡ ｢ 外人さんが来ら
れたときは喜ばれます。ここの裏には、北野でただ一つの
自然の竹林があります｡ 」

専用大駐車場完備( 三宮から車で6 分）

一
一
一
一
一
》》鍔》

一
一
｛
雷
一
一

凸
【

今日もパン
ありました
わない、役
感がありま

毎塁

託３

Ｌ』

神戸市中央区湛島中日1 6丁目⑥0 7 8 ( 3 0 2 ) 6 5 9 2

育
方
針
は
「
命
令
が
い
や
だ
か
ら
‐
自
由
に
さ
せ
て
い
る
。
抑
圧

の
な
い
環
境
づ
く
り
を
し
て
い
る
」
と
の
こ
と
。
家
で
ま
で
〃
治

療
“
す
る
気
の
な
い
放
任
主
義
で
あ
る
。

奥
様
の
幸
子
さ
ん
と
の
結
婚
は
昭
和
岨
年
２
月
Ⅱ
日
。
文
字
通

り
の
家
庭
建
国
記
念
日
。
出
会
い
は
、
イ
ン
タ
ー
ン
時
代
の
先
生

が
、
ま
だ
学
生
の
幸
子
さ
ん
の
短
大
に
検
診
に
行
っ
た
こ
と
か
ら
。

「
他
の
学
生
は
歯
ば
か
り
見
て
い
た
が
、
彼
女
の
と
き
は
顔
ば
か

り
見
て
い
た
」
と
の
先
生
の
弁
を
奥
さ
ん
に
伝
え
る
と
、
明
る
く

笑
い
こ
ろ
げ
た
。
自
由
で
明
る
い
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
よ
う
だ
。

庭
に
は
、
多
目
的
劇
場
「
シ
ア
タ
ー
・
ポ
シ
エ
ッ
ト
」
（
伽
名
収

容
）
が
あ
る
。
ホ
ー
ル
は
庭
の
地
下
に
あ
る
と
こ
ろ
が
な
ん
と
も

ユ
ニ
ー
ク
。

「
作
っ
た
目
的
は
、
人
と
の
出
会
い
が
好
き
だ
か
ら
。
無
感
動
の

時
代
に
感
動
の
仕
掛
け
を
し
た
い
と
思
っ
た
」
と
の
言
葉
は
さ
き

ほ
ど
の
感
謝
の
念
を
忘
れ
た
若
い
母
親
た
ち
へ
の
ア
ピ
ー
ル
と
一

脈
通
じ
る
も
の
が
あ
る
。

医
者
で
も
あ
り
、
館
長
で
も
あ
る
佐
本
先
生
は
最
近
、
あ
る
人

に
同
館
の
舞
台
に
役
者
と
し
て
出
演
し
な
い
か
と
誘
わ
れ
る
そ
う

だ
。
ど
う
も
オ
ッ
チ
ョ
コ
チ
ョ
イ
の
ム
シ
が
、
ま
た
ぞ
ろ
先
生
を

そ
の
気
に
さ
せ
か
け
て
い
る
。

役
者
に
な
る
の
な
ら
ぜ
ひ
先
生
に
演
っ
て
も
ら
い
た
い
役
が
あ

蝋ｒわが家も､ こんなに楽しく悪らしているん
ですよ」こんな声を耳にすると､ 何だか嬉し
い気持ちになります｡ ご主人の笑顔､ ご家族
の明るい笑い声､ だんらんのひとときが､ 目
に浮かんできます｡
神戸市ポートｱ ｲ ﾗ ﾝ ド総合住宅展示喝は､
個性あるr 住まい方｣ r 悪らし方』をみつめな
がら．住まいづくりを提案し続けます。

謂嶋時間午前1 0 時～午後６時

主催神戸市共催神戸新聞社

F り

一
一

ポｰ ﾄ ライナー市民広場駅下車西模
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ツ
ィ
ー
ド
を
ソ
フ
ト
に
着
こ
な
し
て

入
念
な
仕
立
て
の
ダ
ブ
ル
ブ
レ
ザ
ー
に
、
シ
ン
プ
ル
な
ス
カ
ー
ト
。
優
し
い
シ
ル
ク

の
ブ
ラ
ウ
ス
を
組
み
合
わ
せ
て
、
ツ
ィ
ー
ド
に
女
ら
し
い
表
情
が
加
わ
り
ま
し
た
。

（
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
￥
３
９
，
０
０
０
ス
カ
ー
ト
￥
１
９
，
０
０
０
ブ
ラ
ウ
ス
￥
２
２
，
０
０
０
ベ
ル
ト
￥
５
，
８
０
０

以
上
メ
ゾ
ン
・
ド
・
ト
ワ
ル
）
着
る
人
／
鮫
島
美
重
さ
ん
撮
影
協
力
／
プ
ラ
ス
リ
ー
・
ベ
ル
ナ
ー
ル

毎Z．、担

章

釣浬

蕊 座

羽
酎

鳶議塗茸
可

Ｌ

理

画

一一

里－，戸 q 四基

ロ
ー
上

哩
阜
』

’
一 Ｉ

曲

弧
的
詔

:留勤２ 項
賭

』
串

みぬ…
⑤ブティックシンワ< センター街〉
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の世界の服地シンワ< さんちかタウン
ＴＥＬ（321)5254
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の
２
本
を
柱
に
進
め
て
い
き
た

い
。
国
際
化
に
対
応
す
る
た

め
、
国
際
委
員
会
を
設
置
し

た
。
佐
野
博
持
氏
（
全
国
中
小

貿
易
業
兵
庫
連
盟
理
事
長
）
を

委
員
長
に
、
海
外
進
出
や
カ
ン

ト
リ
ー
リ
ス
ク
の
研
究
を
し
て

い
き
た
い
」
と
積
極
的
。
ベ
ン

チ
ャ
ー
業
界
期
待
の
二
代
目
協

会
長
誕
生
で
あ
る
。

☆
蝉
時
雨
の
な
か
の

☆
近
畿
シ
ス
テ
ム
ハ
ウ
ス
協
会

長
に
就
任
の
吉
岡
昭
一
郎
氏

シ
ス
テ
ム
ハ
ウ
ス
と
は
マ
イ

コ
ン
の
周
辺
機
器
を
製
造
し
た

り
、
利
用
技
術
を
駆
使
す
る
業

界
の
こ
と
。
近
畿
シ
ス
テ
ム
ハ

ウ
ス
協
会
が
発
足
し
て
五
年
、

ベ
ン
チ
ャ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
関
連
の

約
百
社
が
同
協
会
に
所
属
し
て

い
る
。
こ
の
ほ
ど
同
協
会
の
会

長
に
就
任
し
た
吉
岡
昭
一
郎
氏

は
ア
ポ
ロ
電
機
製
作
所
（
東
灘

区
）
の
社
長
さ
ん
で
も
あ
る
。

１
１２
１

●
Ｐ
。
由

氏
物
語
な
ど
の
絵
で
知
ら
れ
る

岡
田
嘉
夫
さ
ん
。
「
神
戸
か
ら

新
し
い
作
家
を
送
り
出
す
お
手

伝
い
が
出
来
る
の
な
ら
」
と
、

大
い
に
力
が
入
る
。

こ
の
秋
、
読
書
界
に
一
つ
の

波
紋
が
投
じ
ら
れ
る
か
、
期
待

☆
個
性
の
異
な
る
仲
良
し

「
の
り
こ
＆
ひ
ろ
こ
」
二
人
展

り
ん
ご
の
絵
ば
か
り
を
描
き

続
け
て
い
る
と
い
う
の
が
、
水

野
の
り
こ
さ
ん
。
一
方
、
女
の
心

象
風
景
を
赤
を
用
い
て
描
き
続

綱
鍵
総
聯

繍
鍵

を
迎
え
ま
し
た
。
嬉
し
か
っ
た

の
は
、
京
友
禅
の
染
め
の
専
門

家
が
、
私
た
ち
２
人
の
絵
を
見

て
、
ひ
と
言
、
神
戸
ら
し
い

な
、
と
い
っ
て
く
だ
さ
っ
た
こ

と
で
す
」

ふ
だ
ん
は
Ｏ
Ｌ
、
主
婦
の
か

た
わ
ら
、
合
い
間
を
ぬ
っ
て
絵

を
描
き
続
け
た
い
と
い
う
一
一
人

で
、
対
照
的
な
絵
柄
と
は
反
対

に
、
爽
や
か
な
絵
画
へ
の
情
熱

が
快
い
。
２
年
後
の
二
人
展
が

楽
し
み
だ
。

天
上
寺
上
棟
式

「
皆
さ
ま
の
お
力
添
え
に
対
し

万
感
の
思
い
を
込
め
て
頭
を
た

れ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」

８
月
７
日
、
摩
耶
山
天
上
寺

の
金
堂
上
棟
式
の
謝
辞
で
、
同

寺
の
伊
藤
浄
厳
貫
主
は
い
か
に

も
感
無
量
の
様
子
。
昭
和
五
十

一
年
一
月
に
焼
失
し
て
か
ら
丸

八
年
、
復
興
も
上
棟
式
に
ま
で

こ
ぎ
つ
け
た
わ
け
だ
。

覇
》
蕊

今
日
を
迎
え
た
の
は
、
ま
る
で

夢
の
よ
う
で
す
。
今
後
と
も
昭

和
の
名
建
築
と
し
て
こ
の
寺
を

守
り
、
人
身
の
救
済
、
人
々
の

平
穏
に
役
立
っ
て
行
き
ま
す
」

来
年
５
月
加
日
に
は
晴
れ
て

落
慶
式
が
行
わ
れ
る
予
定
だ
。

ル
を
、
い
ち
早
く
神
戸
に

ア
メ
リ
カ
の
最
新
生
活
情
報

を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
翻
訳
提
供

す
る
ア
ル
ト
シ
ス
テ
ム
の
近
畿

代
理
店
を
株
式
会
社
ア
ダ
マ
ン

癖
》
》
》
》
》
》
》
》
榊
揺
峠

．
以
上
の
ア
メ

リ
カ
の
生
活
情
報
誌
の
項
目
を

残
ら
ず
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
化
し
て

伝
え
ま
す
。
質
の
良
い
情
報
を

求
め
る
企
業
に
、
ニ
ー
ズ
に
応

じ
て
記
事
の
タ
イ
ト
ル
を
直
訳

す
る
の
で
は
な
く
、
記
事
の
内

容
の
全
容
を
と
ら
え
、
数
行
で

概
要
を
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
工

夫
し
て
い
ま
す
」
と
、
目
下
、

Ｐ
Ｒ
に
懸
命
だ
。

☆
気
鋭
の
作
家
、
秋
吉
好
の

処
女
作
品
集
が
今
秋
刊
行

「
こ
の
妬
年
間
の
自
分
の
足
跡

を
振
り
返
る
一
つ
の
機
会
で
す

ね
」
と
話
す
の
は
、
、
月
に
初

の
作
品
集
（
小
説
）
を
近
代
文

芸
社
か
ら
出
版
す
る
秋
吉
好

さ
ん
（
東
灘
区
在
住
）
。
小
誌
主

催
の
文
化
賞
「
ブ
ル
ー
メ
ー
ル

賞
」
文
学
部
門
の
昭
和
脇
年
度

受
賞
者
で
あ
り
、
過
去
に
お
い

て
『
福
原
」
を
連
載
し
て
い
た

今
回
の
作
品
集
に
は
表
題
作

の
『
恋
死
（
こ
ひ
じ
に
）
』
の
他
、

先
の
『
福
原
』
、
『
時
の
別
れ
』

奪
鍵
鱗

さ
ん
だ
が
、
「
加
代
の
作
品
も
入

っ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
今
と
は

考
え
方
も
違
い
、
感
覚
の
ズ
レ

を
感
じ
た
り
す
る
の
で
す
が
、

そ
の
時
代
の
精
い
っ
ぱ
い
の
仕

事
な
の
で
、
入
れ
ま
し
た
」
と
、

自
身
に
と
っ
て
の
記
念
碑
的
な

作
品
集
だ
け
に
思
い
も
ひ
と
し

ま
た
作
品
集
の
装
順
は
、
源
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終
え
海
に
帰
っ
て
い
っ
た
。
（
８
月
５
日
現
在
叩
頭
）

翌
朝
、
夜
間
に
記
録
し
た
そ
の
産
卵
場
所
の
確
認
が
行
わ
れ
た

と
こ
ろ
、
波
う
ち
ぎ
わ
か
ら
僅
か
ｍ
ｍ
前
後
だ
っ
た
。

「
こ
れ
で
は
高
波
に
流
さ
れ
て
し
ま
う
」

「
亀
井
さ
ん
、
早
速
、
巣
の
移
動
を
し
ま
す
の
で
暫
く
お
待
下
さ

い
」
日
和
佐
町
、
観
光
課
、
ウ
ミ
ガ
メ
保
護
担
当
主
査
、
中
東
覚

氏
は
移
動
に
必
要
な
機
材
を
持
っ
て
古
川
氏
と
二
人
で
海
岸
に
戻

っ
て
こ
ら
れ
た
。

〔
剛
個
の
卵
を
避
難
さ
せ
る
〕

〃
緊
急
避
難
″

一
、
大
浜
海
岸
の
ウ
ミ
ガ
メ
及
び
そ
の
卵

（
文
化
財
保
護
法
第
別
条
の
１
に
よ
り
）

一
、
昭
和
弱
年
７
月
４
日
（
水
）

一
、
高
波
に
よ
り
流
失
の
怒
れ
あ
り
、
巣
を
別
、
移
動

一
、
日
和
佐
町
、
中
東
、
古
川
。

さ
て
、
小
さ
な
黒
板
に
以
上
の
よ
う
な
項
目
を
記
し
て
撮
影
後

作
業
を
は
じ
め
た
。

一
夜
明
け
た
砂
浜
に
は
、
重
た
い
甲
ら
を
運
ん
だ
母
ガ
メ
の
足

あ
と
が
、
往
復
、
波
う
ち
ぎ
わ
に
、
は
っ
き
り
と
残
っ
て
い
た
。

い
く
ら
母
ガ
メ
が
砂
を
盛
り
あ
げ
、
卵
を
隠
し
て
い
て
も
、
人
間

に
は
す
ぐ
分
っ
て
し
ま
う
。

前
後
の
両
足
で
水
を
か
く
よ
う
に
後
ろ
へ
砂
を
か
き
寄
せ
卵
を

隠
し
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
砂
の
上
で
の
足
跡
は
母
ガ
メ
の
卵
を
守

ろ
う
と
す
る
愛
情
の
深
さ
を
よ
け
い
く
っ
き
り
と
さ
せ
て
い
た
。

「
こ
れ
が
後
ろ
足
の
跡
で
す
か
ら
」

と
い
い
な
が
ら
長
い
鉄
棒
を
砂
浜
に
グ
サ
リ
と
さ
し
こ
み
、
卵
の

有
無
の
確
認
が
先
ず
は
じ
ま
っ
た
。
神
戸
市
須
磨
浦
公
園
附
近
の

海
岸
で
み
る
砂
と
は
粒
の
大
き
さ
が
ず
っ
と
小
さ
く
へ
よ
く
揃
っ

て
い
る
。
鉄
棒
の
先
で
卵
を
見
つ
け
る
こ
と
も
難
か
し
い
も
の
で

結
局
は
、
素
手
で
砂
を
か
き
よ
せ
な
が
ら
、
ま
る
で
宝
探
し
の
数

分
が
す
ぎ
た
。

「
あ
っ
た
、
あ
り
ま
し
た
／
・
」

昭
和

頭
め
の
弱
年
７
月
３
日
午
後
９
時
鋤
分
、
暗
闇
の
中
本
年
度
第
羽

ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
が
日
和
佐
町
大
浜
海
岸
に
上
陸
。
産
卵
を

〔
産
卵
別
時
間
後
に
は
発
生
が
は
じ
ま
る
卵
〕

砂
を
掘
り
、
探
し
当
て
た
深
さ
は
約
帥
叩
あ
っ
た
。
母
ガ
メ
は

後
ろ
足
で
直
径
約
加
即
位
の
穴
を
掘
る
が
、
そ
の
深
さ
は
後
ろ
足

の
長
さ
に
比
例
す
る
。
し
た
が
っ
て
甲
ら
の
大
き
い
カ
メ
ほ
ど
足

も
長
い
の
で
深
い
穴
に
卵
を
産
ん
で
い
る
わ
け
だ
。

さ
て
、
卵
を
確
認
し
て
も
産
卵
後
の
時
間
経
過
が
大
変
重
要
な

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
と
い
わ
れ
て
い
る
。

砂
浜
の
地
熱
が
型
時
間
以
上
経
過
す
る
と
卵
黄
の
雁
の
発
生
を

進
め
て
い
る
の
で
、
卵
の
上
下
位
置
を
不
用
意
に
動
か
せ
る
と
ふ

化
率
が
悪
く
な
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
産
卵
後
少
し
で

も
早
い
時
間
に
移
動
さ
せ
る
方
が
良
い
と
い
う
こ
と
で
、
朝
早
く

か
ら
卵
の
移
動
作
業
を
は
じ
め
た
。

一
つ
一
つ
の
卵
を
丁
寧
に
と
り
、
バ
ケ
ツ
に
入
れ
て
運
ぶ
わ
け

だ
が
、
卵
の
数
皿
個
、
山
盛
り
一
杯
に
な
り
、
た
い
へ
ん
な
重
さ

だ
っ
た
。

「
ひ
と
つ
や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
ノ
●
」

や
っ
て
み
た
く
て
た
ま
ら
な
か
っ
た
私
は
、
も
は
や
最
後
ま
で

助
手
を
努
め
た
こ
と
言
う
ま
で
も
な
い
。

〔
加
個
の
卵
、
重
さ
合
計
“
ぬ
〕

ピ
ン
ポ
ン
玉
よ
り
少
し
大
き
め
の
卵
は
、
重
な
り
あ
っ
て
穴
の

中
に
生
み
落
と
さ
れ
た
も
の
だ
か
ら
、
か
な
り
へ
こ
ん
だ
卵
が
あ

っ
た
。
烏
の
卵
と
ち
が
い
肥
虫
類
で
あ
る
ウ
ミ
ガ
メ
の
卵
は
ニ
シ

キ
ヘ
ビ
や
ワ
ニ
の
よ
う
に
産
卵
直
後
は
や
わ
ら
か
い
の
で
、
へ
こ

み
が
で
き
る
こ
と
を
知
っ
た
。

さ
て
、
卵
の
直
径
は
約
諏
皿
重
さ
は
訂
，
、
一
度
の
産
卵
に

平
均
加
個
生
む
と
し
て
約
姻
均
。
山
盛
り
一
杯
の
卵
が
、
こ
れ
ほ

ど
重
い
と
は
驚
い
て
し
ま
っ
た
。
ま
た
、
一
個
の
卵
も
割
っ
て
は

い
け
な
い
と
い
う
緊
張
感
で
、
深
さ
帥
叩
の
穴
の
中
の
卵
を
手
で

拾
い
あ
げ
る
作
業
に
、
意
外
な
程
時
間
を
要
し
て
い
た
。

海
岸
か
ら
産
卵
場
所
ま
で
の
距
離
の
測
定
。
産
卵
穴
の
直
径
と

深
さ
を
も
う
一
度
計
っ
た
の
ち
、
別
、
海
岸
か
ら
陸
に
向
け
て
あ

げ
た
所
に
母
ガ
メ
が
掘
っ
た
同
じ
大
き
さ
の
穴
を
人
手
で
掘
っ

た
。
つ
ま
り
安
全
な
所
に
人
工
巣
穴
を
つ
く
っ
た
わ
け
だ
。

一
つ
、
二
つ
、
三
つ
と
数
え
な
が
ら
、
ゆ
っ
く
り
と
バ
ケ
ツ
の

印

１
１２３
１
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写真右／産卵穴に産み落とされた卵を安全な場
所に移動。

中／2 0 ｍ移動させるために厳重な測定を行なっ
ている。

左／同行した飼育員の喜多英主さんとウミガメ
に乗って竜宮城へ（？）

識騨患

１
２４

か
か
る
。
第
一
夜
は
到
着
加
時
半
だ
っ
た
こ
と
で
産
卵
を
見
学
す

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
カ
メ
が
波
う
ち
ぎ
わ
に
産
ん
だ

た
め
緊
急
避
難
作
業
を
行
な
っ
た
の
だ
。

そ
の
日
は
、
そ
の
一
頭
だ
け
の
上
陸
だ
っ
た
の
で
、
監
視
員
の

方
々
も
、
翌
日
私
に
と
っ
て
は
二
日
め
の
夜
に
親
ガ
メ
の
上
陸
は

き
っ
と
あ
る
。
し
か
も
一
頭
上
陸
の
翌
日
は
た
い
て
い
が
多
く
上

る
と
教
え
て
下
さ
っ
た
。
そ
れ
を
信
じ
た
私
は
近
く
の
国
民
宿
舎

ウ
ミ
ガ
メ
荘
に
も
戻
ら
ず
徹
夜
の
観
察
を
続
け
た
が
、
結
局
０
頭

の
記
録
日
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

あ
ぶ

「
ほ
ら
上
ら
ん
の
無
理
な
い
。
沖
で
漁
の
網
張
っ
て
た
よ
」

こ
の
ひ
と
言
で
私
は
、
と
う
と
う
産
卵
経
過
を
全
く
取
材
で
き

な
い
ま
ま
、
帰
神
す
る
こ
と
に
し
て
し
ま
っ
た
。

そ
の
帰
る
車
中
、
も
し
あ
の
人
工
的
に
移
動
さ
せ
た
卵
が
砂
の

中
で
順
調
に
発
育
し
た
と
す
れ
ば
、
９
月
初
旬
の
頃
、
あ
の
子
ガ

メ
た
ち
の
誕
生
が
見
ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。

「
親
ガ
メ
は
波
の
荒
い
頃
と
静
か
な
頃
を
知
っ
て
い
る
」

「
台
風
シ
ー
ズ
ン
に
ふ
化
す
る
こ
と
に
な
る
卵
は
陸
地
の
奥
深
く

生
ん
で
い
る
。
」

「
反
対
に
台
風
ま
で
に
ふ
化
す
る
卵
は
海
岸
に
近
い
所
に
卵
を
生

み
よ
る
で
す
．
．
…
・
」

私
は
野
生
の
中
に
こ
の
す
ば
ら
し
い
生
き
る
知
恵
が
あ
る
こ
と

を
監
視
員
の
方
々
か
ら
聞
き
、
思
わ
ず
感
動
を
し
て
し
ま
っ
た
。

「
子
ガ
メ
、
生
ま
れ
て
来
い
よ
’
」

１

上
の
方
の
卵
か
ら
巣
穴
に
埋
め
は
じ
め
た
が
、
き
れ
い
に
並
べ
る

よ
り
も
幾
つ
も
卵
が
重
な
っ
て
い
る
方
が
一
層
ふ
化
率
が
良
く
な

る
と
い
う
一
説
も
あ
る
の
で
、
今
回
は
産
卵
後
の
時
間
が
ま
だ
早

い
。
そ
こ
で
無
造
作
に
卵
を
重
ね
て
置
い
て
い
っ
た
。

〔
３
度
通
い
４
晩
め
に
３
頭
の
母
ガ
メ
を
見
る
／
・
〕

さ
て
、
こ
の
よ
う
に
今
回
は
初
め
て
卵
の
移
動
と
い
う
貴
重
な

作
業
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
私
は
一
向
に
満
足
で
き
な
い
二

晩
め
の
夜
を
過
ご
し
た
。
残
念
な
が
ら
、
こ
の
母
ガ
メ
以
後
、
プ

ッ
リ
と
切
ら
れ
た
よ
う
に
一
昼
夜
カ
メ
の
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

神
戸
か
ら
日
和
佐
町
ま
で
ど
う
見
積
も
っ
て
も
車
で
六
時
間
は

か
か
る
。
第
一
夜
は
到
着
加
時
半
だ
っ
た
こ
と
で
産
卵
を
見
学
す
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美術品、骨董品（どんなワレ物でも御相談に
応じます。但し地域限定）
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芦屋営業所公(0797)23-6710
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菖柿沼産婦人科

芦屋市大耕町１番1 8 号
芦屋保健所東隣
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■

ン
で
の
二
カ
月
間
の
住
み
ご
こ
ち
を
う
か
が
っ
た
。

「
今
の
と
こ
ろ
大
変
満
足
し
て
い
ま
す
よ
」
が
第
一
声
だ
っ
た
。

妻
の
し
げ
の
さ
ん
は
外
出
中
で
、
岡
本
さ
ん
は
教
養
部
と
い
う
同

好
会
の
一
つ
の
世
話
役
を
し
て
お
り
、
そ
の
活
動
の
た
め
の
原
稿

舞
子
ビ
ラ
の
す
ぐ
東
隣
に
わ
が
国
で
は
初
め
て
と
い
う
公
営
の

高
齢
者
専
用
マ
ン
シ
ョ
ン
が
オ
ー
プ
ン
し
た
の
が
今
年
の
五
月
。

神
戸
市
の
外
部
団
体
で
あ
る
（
財
）
こ
う
べ
市
民
福
祉
振
興
協
会
が

運
営
を
し
て
い
る
。
開
設
以
来
あ
ち
こ
ち
か
ら
見
学
者
が
絶
え
な

い
が
、
私
も
梅
雨
が
あ
け
た
七
月
下
旬
に
こ
の
〃
サ
ン
舞
子
マ
ン

シ
ョ
ン
″
を
訪
ね
て
み
た
。
風
見
鶏
の
つ
い
た
緑
の
三
角
屋
根
が

ｑ
ｊ
局

を
書
い
て
い
た
。
入
居
者
で
、
俳
句
、
茶
道
、
華
道
、
習
字
、
手

芸
、
ゲ
ー
ト
ポ
ー
ル
、
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
な
ど
文
化
や
ス
ポ
ー
ツ

な
ど
二
十
ほ
ど
の
同
好
会
が
つ
く
ら
れ
て
お
り
、
岡
本
さ
ん
が
会

長
を
ひ
き
う
け
て
い
る
教
養
部
と
い
う
の
は
、
人
々
の
心
の
や
す

ら
ぎ
を
考
え
る
ク
ラ
ブ
だ
そ
う
で
、
図
書
室
の
整
備
や
健
康
づ
く

り
の
た
め
に
毎
日
の
散
歩
を
す
す
め
た
り
し
て
い
る
と
い
う
。
岡

本
さ
ん
は
こ
の
マ
ン
シ
ョ
ン
に
入
居
す
る
ま
で
は
淡
路
に
二
十
年

程
住
ん
で
い
た
そ
う
だ
が
、
子
ど
も
が
い
な
く
て
年
を
と
っ
て
く

る
と
肉
親
の
近
く
に
住
む
方
が
よ
い
と
考
え
、
た
ま
た
ま
夫
人
の

妹
が
垂
水
区
の
多
間
台
に
住
ん
で
い
た
の
で
こ
こ
へ
の
入
居
を
決

め
た
と
い
う
。
日
課
は
、
朝
五
時
に
起
き
て
散
歩
、
掃
除
。
朝
食

と
夕
食
は
自
室
で
つ
く
っ
て
た
．
へ
、
昼
食
だ
け
食
堂
で
と
る
。
毎

日
一
一
時
間
は
本
を
読
み
、
風
呂
に
入
っ
て
十
時
に
は
床
に
つ
く
。

部
屋
は
三
階
な
の
で
窓
か
ら
は
淡
路
島
が
の
ぞ
め
る
。
「
今
は
何

も
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
将
来
、
も
し
病
気
な
ど
で
寝

た
き
り
の
状
態
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
ら
ど
う
な
る
か
、
そ
れ
が
ち

ょ
っ
と
気
に
は
な
り
ま
す
け
ど
ね
」
と
岡
本
さ
ん
は
笑
っ
た
。
一

階
の
フ
ロ
ン
ト
を
見
せ
て
も
ら
う
と
、
「
生
活
リ
ズ
ム
防
災
シ
ス

テ
ム
」
と
表
示
さ
れ
た
機
械
が
据
え
ら
れ
て
お
り
、
各
部
屋
の
ナ

ー
ス
コ
ー
ル
や
冷
暖
房
、
照
明
、
警
報
装
置
な
ど
が
一
目
で
わ
か

り
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
二
十
四
時

間
体
制
で
入
居
者
の
生
活
管
理
、
安
全
管
理
が
で
き
る
わ
け
だ

が
、
看
護
婦
も
常
駐
し
、
医
者
も
週
に
二
回
は
来
て
い
る
の
で
健

康
面
で
の
管
理
も
い
き
と
ど
く
。

ま
ず
目
に
入
る
。
各
棟
の

》
赤
い
屋
根
と
白
い
壁
が
美

》
し
い
シ
ャ
レ
た
外
観
だ
。

声
自
動
ド
ア
が
開
い
て
本

》
館
一
階
に
入
る
と
ゆ
っ
た

い
り
と
し
た
ひ
ろ
い
ロ
ビ
ー

輝
の
窓
の
外
に
明
布
海
峡
と

狸
美
し
い
淡
路
島
の
島
影
が

部
と
び
こ
ん
で
く
る
。

楓
ま
ず
館
内
を
案
内
し
て

》
い
た
だ
き
、
入
居
者
の
一

窪
人
で
あ
る
岡
本
三
郎
（
門
）

麺
。
し
げ
の
（
Ｕ
さ
ん
夫
妻

の
部
屋
で
こ
の
マ
ン
シ
ョ

１
１２６
１

橋
本
明
く
社
脳
法
人
「
家
睡
蕊
繊
促
進
協
会
」
事
務
肺
焚
〉

高
年
者
専
用
マ
ン
シ
ョ
ン
と
し
て
オ
ー
プ
ン

サ
ン
舞
子
マ
ン
シ
ョ
ン

轡
神
戸
を
福
祉
の
街
に
面
〉
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寸巧唾。

篭

こ
の
ほ
か
、
神
戸
市
婦
人
団
体
協
議
会
の
会
員
に
よ
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
。
こ
れ
は
法
律
の
専
門
相
談
、
通
院
補

助
、
外
来
付
添
、
食
事
補
助
、
掃
除
、
洗
濯
、
買
物
、
排
池
介

助
、
手
続
代
行
な
ど
で
、
い
ず
れ
も
二
○
○
円
’
一
○
○
○
円
ほ

ど
の
有
料
サ
ー
ビ
ス
。
だ
が
、
今
の
と
こ
ろ
掃
除
の
依
頼
ぐ
ら
い

で
ほ
か
は
あ
ま
り
な
い
。

二
階
の
食
堂
で
昼
食
を
ご
ち
そ
う
に
な
っ
た
。
自
分
の
好
き
な

も
の
を
と
っ
て
食
べ
る
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
式
で
、
お
年
寄
り
向
き
の

メ
ニ
ュ
ー
と
味
付
け
に
な
っ
て
い
る
が
味
は
よ
か
っ
た
。
西
隣
り

の
舞
子
ビ
ラ
の
お
客
や
周
辺
の
地
域
の
人
た
ち
に
も
開
放
さ
れ
て

お
り
、
時
々
利
用
さ
れ
て
い
る
そ
う
だ
。

と
こ
ろ
で
入
居
者
の
数
は
私
が
訪
れ
た
七
月
下
旬
で
九
十
三

人
。
入
居
室
数
は
七
十
四
室
。
部
屋
数
は
二
一
○
室
あ
る
か
ら
ま

だ
四
十
五
室
程
の
空
き
部
屋
が
あ
る
。
入
居
者
は
男
性
三
十
六

人
、
女
性
五
十
七
人
で
女
性
が
か
な
り
多
く
、
し
か
も
一
人
暮
ら

し
の
女
性
の
入
居
が
多
い
。
入
居
資
格
は
満
六
十
歳
以
上
。
二
人

で
入
居
の
場
合
は
ど
ち
ら
か
一
方
が
六
十
歳
以
上
な
ら
他
は
五
十

歳
台
で
も
い
い
。
入
居
時
に
健
康
で
独
立
し
た
生
活
が
で
き
る
こ

と
。
費
用
の
負
担
が
で
き
る
こ
と
、
な
ど
。

居
室
は
洋
室
。
和
室
・
台
所
。
風
呂
。
ト
イ
レ
な
ど
の
完
備
し

た
二
Ｋ
で
、
部
屋
の
広
さ
な
ど
に
よ
っ
て
Ａ
Ｂ
Ｃ
と
三
つ
の
タ
イ

プ
が
あ
る
。

欝
躍
鷺

§

■昭昭

１
１２７
１

自分の部屋でくつろぐ岡本さん

( 写真／上）七日の七夕まつりを楽しむ入居者たち
( 同／下）２階の食堂、外部の人たちも利用できる

当
初
の
計
画
で
は
〃
高
年
マ
ン
シ
ョ
ン
〃
と
い
う
名
称
を
考
え

て
い
た
が
入
居
希
望
者
か
ら
ク
レ
ー
ム
が
つ
い
て
「
高
年
」
を
は

ず
し
た
。

老
人
福
祉
法
上
の
有
料
老
人
ホ
ー
ム
の
一
つ
で
は
あ
る
が
、
従

来
の
老
人
ホ
ー
ム
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
か
な
り
異
る
印
象
を
う
け
た

し
、
入
居
者
自
身
に
も
そ
ん
な
意
識
は
あ
ま
り
な
い
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。
こ
れ
か
ら
高
齢
化
が
す
す
ん
で
い
く
社
会
で
は
老
人
が

老
後
の
生
活
を
選
択
で
き
る
場
が
も
っ
と
多
く
な
っ
て
く
る
だ
ろ

う
し
、
こ
の
よ
う
な
高
齢
者
専
用
の
マ
ン
シ
ョ
ン
も
増
え
て
く
る

だ
ろ
う
。

所
在
地
サ
ン
舞
子
マ
ン
シ
ョ
ン

神
戸
市
垂
水
区
五
色
山
七
丁
目
十
二
の
三
八

窟
０
７
８
（
７
０
９
）
０
８
８
０

入
居
金
は
一
人
入
居
の
場
合
、
約
一
千
万
円
’
千
三
百
万
円
。

二
人
入
居
の
場
合
、
約
千
四
百
万
円
’
千
九
百
万
円
。
管
理
費
が

一
人
の
場
合
月
額
四
万
六
千
円
、
二
人
の
場
合
は
六
万
九
千
円
で

他
に
光
熱
費
や
医
療
費
、
食
堂
で
の
食
事
代
な
ど
は
自
己
負
担
。

ま
た
、
こ
の
マ
ン
シ
ョ
ン
は
分
譲
で
は
な
い
の
で
入
居
者
に
所

有
権
は
な
く
、
退
去
の
時
に
居
住
期
間
に
よ
っ
て
入
居
金
は
返
還

さ
れ
る
。
分
譲
に
す
る
と
将
来
も
っ
と
年
齢
の
若
い
人
に
譲
渡
さ

れ
た
り
し
て
こ
の
マ
ン
シ
ョ
ン
の
目
的
が
果
た
せ
な
く
な
っ
て
し

ま
う
か
ら
だ
。

国
鉄
舞
子
駅
か
ら
徒
歩
十
数
分
、
山
陽
の
霞
が
丘
駅
か
ら
は
五

分
と
交
通
の
便
は
大
変
よ
く
、
仕
事
を
も
っ
て
い
る
人
に
は
通
勤

に
も
便
利
。
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